










要約:ガラクトース血症Ⅰ型、Ⅱ型の治療に乳糖摂取制限を用いられている。しかし、治療

しているにもかかわらず、尿中ガラクチトールが高値を示し,Ⅰ型では乳糖無摂取の正常成

人に対し、約 5倍の量、Ⅱ型では約 2～3倍の量を認めた。治療が必要としないⅢ型やⅠ型

のヘテロでも尿中ガラクチトールが異常高値を示していたことがあり、その量は乳糖制限

のⅠ型の症例の値よりも高かった。その影響を検討するため、離乳直後のラットを用いて

各濃度のガラクトースの添加餌で飼育し、その脳内ガラクチトール、Na+-K+ATPase などを

測定した。 


